
岐阜県環境生活部

環境生活政策課

家庭教育推進専門職：辻

Tel 058-272-8752

岐阜地区家庭教育学級応援通信 令和４年９月 日発行

本巣市 乳幼児期家庭教育学級の取り組み 8月30日

本巣市では、乳幼児期の保護者を対象にした家庭教育学級
を月に１回程度企画し実施されています。講座受講中は、子
どもたちを別室で預かっていただける「託児」も準備されて
います。参加者の方にお聞きすると、「子どもセンターへ
行った時に、案内チラシを見て知り、参加しています」「託
児があり、子どもを見ていただけるので、毎回参加していま
す」と参加の動機をお話されていました。また、この家庭教
育学級で顔見知りになり、子育て等について情報交流をされ
ている姿があり、家庭教育学級のねらいが実践されています。

今回講座「アウトドア防災」の講師は、清流の国ぎふ防
災・減災センター・コーディネーターを務められている防災
士の伊藤三枝子氏が務められました。伊藤氏は、避難所生活
の支援ボランティアとして活動するため、積極的に被災地を
訪れてみえ、具体的なお話を聞くことができました。
今回は乳幼児をお持ちの保護者に対するお話でしたので、

小さな子どもと共に災害に遭遇したときの具体的な手立てや
注意事項についての学びをまとめてみました。
まずは、家族の命の確保ということで、家の中の安全エリ

アについて確認がありました。「物が動いてこない・倒れて
こない・落ちてこない空間」を確保し、そのエリアに子ども
が好きなキャラクター等の名前を付け、いざという時は「〇
〇に集合」と声をかけることで、子どもたちがその空間に素
早く退避できるようにしましょうと話されました。

最近は、お子さんを背負わずに前抱きにされることが多い
ですが、前抱きの注意として、「足元が見えないため、足を
物にひっかけたり、階段を下りる時に踏み外したりして、危
険であり注意が必要」という指摘がありました。また、手を
つないで避難している時、人ごみの中で一瞬でも手が離れて
しまうと、離れ離れになってしまう可能性があるため、子ど
もが背負う避難バックの中には、必ず子どもの情報（名前、
保護者名、連絡先、血液型等）を記したものを入れておく
ようにというアドバイスをいた
だきました。
また、防災グッズなどは、準

備して終わりでなく、実際に一
度使って、体験しておくことが
とても大切であるということを
教えていただきましたので、是
非、参考にしてください。

≪参加者の方の感想≫
・大変ためになる時間で大満足です。家の状態
や備蓄品の確認をしたいと思います。

・防災については何となくしか知らなかったの
で、今回、改めて知ることが出来て良かった
です。家族で話し合いたいと思いました。

・自分が覚えていたことが間違っていたり、知
らなかったこともたくさんあったりして、と
ても勉強になりました。



令和４年度 岐阜地区 ８月２４日

「地域・家庭・学校の連携による教育力向上研究大会」

みだしの会において、「『子ども理解』地域・家庭の教
育力を高める心理学からのアプローチ」と題し、学校心理
士・ガイダンスカウンセラーである山内康彦氏にご講話い
ただきました。山内先生は、障がい者教育・特別支援教育
に精通された方で、どんな子どもに対してもその能力を伸
ばすための手立てがあることを示されました。
教育効果に関係する要因は、遺伝的なものが２割、環境

的なものが８割であり、環境を整えることが最も重要であ
ることを示されました。講話ではADHDであるA男に行わ
れた具体的な実践について説明があり、苦手なことや課題
を克服させる指導より、得意なことや好きなことを伸ばし
ていくことで、マイナス面も高まっていくという考えをも
とに支援していくことが効果があると述べられました。
特別支援教育の視点から、できた経験を沢山積み上げる

ことが大切で、自信と自己肯定感を高めるように努めるこ
とが有効であるということです。
叱るのは、叱る側に他に手立てがなく、大人側に余裕が

無いために叱ってしまうのだという指摘には、「ドキッ」
とさせられました。子ども把握、なぜそのような行動を
とってしまうかなどは、検査を通してしっかり分析するこ
とも必要です。
子どもたちにやらせるには、親や保護者が決めるのでは

なく、本人に選択させることが大切であることや、大人に
なってもダメなことはダメと厳しく叱り、そこまでではな
いことには許容するなど、優先順位をつけて指導すること
が大切であるとお話されました。
最後に「ゲームを止めない子」に対する支援方法のお話

があり、衝撃的であったのは、WHOの報告により子どもの
ゲーム依存症は、大人のアルコール依存症やギャンブル依
存症と同じ状態である。ゲームについては、平日であれば
30分。休日でも1時間が限界であって、本人に約束をしっ
かり決めさせ、それを守らせることが重要であり、甘やか
しは厳禁であることを熱弁されました。

＜ゲーム依存症＞
ＷHO（世界保健機関）は「ゲーム依存症（ゲーム障害）」

を病気として認定し、精神疾患の１つとして位置付けました。
日常生活において、ゲームが最優先になっており、時間や

頻度をコントロールできず、学習面や健康面で何らかの問題
が生じてもゲームを継続したり、エスカレートさせたりする
状態が１年近く続く場合は依存症の可能性が高いので、専門
の医療機関を受診することをお勧めします。



岐阜県県民生活課では、安全・安心な生活ができるよう「暮らしの安全ガイド
ブック」を制作し、小学生高学年に配付しています。このガイドブックを使って、
親子で交通安全や自転車の乗り方について確認することができます。
是非、ご活用ください。 暮らしの安全ガイドブックQRコード→

10月1日より、岐阜県自転車の安全で適正な利用の促
進に関する条例により、自転車利用者（児童生徒等である
場合にあっては、その保護者）、自転車をその事業の用に
供する事業者及び自転車の貸付けを業とする者は、自転車
損害賠償責任保険等に加入しなければならないことになり
ました。（第15条関係） 皆さん、保険加入は済まされ
ましたか。まだの方は、お急ぎください。自動車の任意保
険にも特約として付けることも可能だと思います。加入さ
れている保険会社に一度ご確認ください。
自転車の使用の仕方、交通ルールについて、条例の施行

を機に、家族で話題にしてもらい、再確認をしましょう。
道路交通法の改正や岐阜県の自転車条例により、

・自転車の定期的な点検及び必要な整備並びに両側面に反
射器材を備える等の交通事故防止対策を講ずるよう努めな
ければならない。（第12条関係）
・自転車利用者は、乗車用ヘルメットを着用するよう努め
なければならない。また、保護者は、その保護する児童生
徒等に乗車用ヘルメットを着用させるよう努めなければな
らない。（第１３条関係） となっています。
警察庁によると、昨年の自転車関連事故件数は 6万

9694件で、前年に比べ 2,0００件以上増加しています。
自転車乗用中の死亡者の致命傷となったと考えられる部

位は、頭部（5５％）が最も多くなっています。ヘルメッ
ト非着用時の致死率は、着用時に比べて約2.７倍も高く
なっています。（岐阜県警資料より）
岐阜県では、子どもへのヘルメット着用を以前より啓発

してきているので、ほとんどの小中学生がヘルメットを着
用し自転車に乗っており、好ましい状態です。オーストラ
リアのように、自転車乗用時のヘルメット着用は義務で、
着けていないと罰金が科せられる国もあります。今回、大
人も努力義務化されます。罰金は科せられませんが、命の
大切さを子どもたちに示す意味でも、大人がヘルメットの
着用を率先して行い、子どもの見本となりたいものです。
※ SGマーク等安全基準を満たすものを使用しましょう。

自転車の乗用について家族で再確認しましょう！

＜ヘルメットの正しい使い方＞
・ヘルメットは前を低くして装着し、額を保
護しましょう。

・バックルを留め、あごのストラップ（あご
紐）をしっかり締めましょう。

・ヘルメットを着用するたびに、頭に合って
いるかどうかを確認しましょう。

・事故の後は、外観に損傷が見えなくてもヘ
ルメットを交換しましょう。

・ヘルメットは涼しく、乾燥した場所に保管
しましょう。



No.6で、瑞穂市の「パパママくらぶ」妊婦さんとそのパートナーのための子育て講座について紹介しました
が、岐阜県では、妊娠初期から就学時までのパパのための子育て指南本やおじいちゃんやおばあちゃんのため
の孫育てガイドブックを制作していますので、今回はこのことについて紹介します。

家庭教育プログラム(乳幼児期編）「みんなで子育てⅡ」プログラム１１の『父親の育児参加』
に、ワークシート、資料、進行案が掲載してあります。これらを活用して家庭教育学級を開催する
ことが可能です。冊子がお手元にない場合は、岐阜県HPよりダウンロードしてお使いください。

家庭教育学級動画資料が、岐阜県のHP
にアップされています。
右の画像は、「ジージにまかせて」の啓

発動画の一部です。祖父母の役割について
紹介しています。家庭教育学級の活動の一
環として、おじいちゃんやおばあちゃんに
も子育てについて協力をお願いするときは、
この動画教材をご活用ください。

パパの役割だけでなく、成長
過程毎の子どもの特性を記して
ありますので、どのようなこと
に気を付けて子育てすると良い
かを確認することができます。

親ではない祖父母だからこ
そできる孫育てで大切にした
いことが示されています。ま
た、親の子育てへの協力の在
り方も示されています。

子どもと接する時間が一番長くなる
のは昔も今も母親になると思いますが、
父親の育児参加が強く求められる時代
です。また、核家族化が進んだとはい
え、近くに孫が住んでいる場合は、両
親の仕事の関係で、祖父母が孫の育児
や生活の支援に大きく関わることがで
てきます。初めての子育ては、分から
ないことだらけですし、子育ての方法
も時代とともに変化しているため、昔
の常識が現在の子育てに通用するとは
限りません。
その様なとき、今回紹介しているガ

イドブックに目を通しておくと、子育
て・孫育ての一助になると思います。
お住いの市町でも入手が可能ですし、

QRコードを読み取っていただければ、
岐阜県のHPにアップされている両ガ
イドブックにアクセスすることが可能
ですので、是非、参考にしてください。


